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学校運営協議会 会議実施報告書 

 

 このことについて、「岐阜県立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則」第８条第１

項に基づき、次のとおり学校運営協議会を開催しましたので、その概要について報告します。 

 

 

１ 会 議 名  多治見北高等学校 学校運営協議会 （第１回） 

 

２ 開催日時  令和７年６月１６日（月） １４：３０～１６：３０ 

 

３ 開催場所  多治見北高等学校会議室 

開催にあたり、委員による授業参観を実施した 

 

４ 参 加 者  会  長  田口 尚之   愛知教育大学教授 

                委  員    水野 知久   東濃子ども相談センター所長 

              宮嶋 浩    バロー文化ホール館長 

櫻井 ともみ  ＰＴＡ副会長 

櫻井 淳子   会社員・元ＰＴＡ役員 

灰塚 恭子   主婦 

 

学 校 側  田中 誠二     校長 

酒井 里美   事務部長 

      市川 学    教頭 

稲垣 真太郎  教務主任 

加藤 大    生徒指導主事 

上田 泰彦   進路指導主事 

 

５ 会議の概要（協議事項） 

 （１）今年度の学校運営について 

・３本の柱（キャリア形成と好きを深化する力、確かな学力、豊かな人間性）の説明 

・ＤＸハイスクール、図書館活動の説明 

・スクールミッション、教育目標、スクールポリシー、教育指導の重点の説明 

 

（２）今年度の具体的取組みについて 

・観点別学習状況評価、少人数授業、習熟度授業、ＩＣＴ活用の説明 

・生徒指導、特別活動、教育相談の説明 

・前年度の進路実績報告と今年度の進路指導方針の説明 

 

（３）意見交換及び協議 

    意見１：各教室にクーラーがあり、学習環境が整っていてよい。 

意見２：どのクラスもよく学習に取り組んでいた。（複数） 
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意見３：遅刻の生徒が増えているのはなぜか。 

⇒ ギリギリで遅刻という生徒はほとんどおらず、昼から登校するなどのはっき

りとした遅刻が多い。学校に足が向かない生徒が増えており、欠席をするこ

とに対するハードルも下がっているように感じる。はっきりとした原因はわ

からないが、コロナの影響があるのかもしれない。 

意見４：直近２年間の進学実績がそれまでと比較すると格段によくなっているのはなぜか。

何か要因として考えられることはあるか。 

⇒ １・２年生の上位者補習や３年生の放課後講座などは昔からやっており、特

に新しい取組みを始めたわけではないため、なぜ直近２年間の進学実績がよ

くなったのかについては、まだよくわかっていない。１年生から３年間を見

据えた指導を継続して行っている成果が出ているのかもしれない。 

意見５：欠席連絡がなくて朝のＳＨＲにいない生徒については、すぐに家庭連絡をして所

在の確認をしているか。 

⇒ 平成２７年度から現在までその体制を継続している。 

意見６：愛知県では高校が大学の教授などを招いて大学説明会を行っているが、そういっ

たものはあるか。 

⇒ そういったものはないが、外部で行われる大学説明会や大学の講座などの紹

介はしている。また、高大連携の一環として、大学教授を招いて、またはオ

ンラインで講義をしてもらっている。 

意見７：同窓生講演会で同級生が講演をすることになっているので参加したいが可能か。 

⇒ 先日同窓会の会議があったが、そこでも参加したいという意見があったので、

参加してもらえるようにしたい。 

意見８：学校案内パンフレットの生徒から中学生に向けてのメッセージを読むと、みんな

「本校は勉強だけではなく楽しい」と言っているのでよい。 

意見９：自転車事故が増えているのが心配である。通勤時に本校の前を通るが、路上駐車

などマナーの悪い送迎車が見られる。特に春先や雨の日が多い。生徒の祖父母が

多い気がする。注意喚起をしてほしい。 

意見 10：どの部活動も成績がよいのですばらしい。中学校では部活動の地域移行が進んで

いるが高校はどうか。 

⇒ 県の方針としては、いずれは地域移行となる。現状として、本校は部活動の

数を維持しているほうである。ただし、職員の働き方が多様化しており、顧

問をあてることが難しくなっている。将来的には部活動の精選が必要となる

と思われるが、どの部活動も活発に活動しているため、なかなか難しい。 

意見 11：令和５年度の図書館講座で、バロー文化ホールが関わって、芥川賞作家の諏訪哲

史さんを本校に招いて懇談会を行った。その際、生徒からの質問が絶えず、３０

分程度懇談会を延長した。今年度６月に行われた東京大学の酒井邦嘉教授による

ＤＸハイスクール講演会でも同じように質問が絶えなかったという話を聞いた。

生徒が自ら課題を見つけてくる姿はすばらしい。今年度７月にバロー文化ホール

で諏訪哲史さん原作の「りすん」という演劇を行い、そのあとに懇談会も行うの

で是非生徒に参加してほしい。 

 

６ 会議のまとめ 

第１回学校運営協議会では、全委員より今年度の本校の学校経営計画を踏まえた学校運営基本

方針について承認が得られた。様々な視点から意見を得たことを踏まえて、今後の学校運営に生

かしたい。９月の第２回学校運営協議会では、学校祭を見学した後、前期の総括等について協議

する予定である。 


